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豊 明 市 教 育 委 員 会  会 議 録 

「定例会  令和２年１月」 

 

令和２年１月１７日（金）午後２時００分豊明市教育委員会１月定例会は、豊明市役所新館３階

教育委員会室に招集された。 

 

１ 応招委員は、次のとおりである。 

 教   育   長   ： 伏 屋 一 幸    教育長職務代理者   ： 市 野 光 信 

 委       員   ： 久 留 島 夕 紀    委      員   ： 長 山 加 代 子 

 委        員   ： 青 木 睦 

 

２ 不応招委員は、次のとおりである。 

 な し 

 

３ 出席委員は、次のとおりである。 

 教   育   長   ： 伏 屋 一 幸    教育長職務代理者   ： 市 野 光 信 

 委       員   ： 久 留 島 夕 紀    委      員   ： 長 山 加 代 子 

 委        員   ： 青 木 睦 

  

４ 欠席委員は次のとおりである。 

 な し 

 

５ 会議事件説明のため出席を求めたものは、次のとおりである。 

 教 育 部 長  ： 小 串 真 美    学 校 支 援 室 長  ：  坂 井 朋 弘 

学 校 教 育 課 長  ： 髙 木 安 司    生 涯 学 習 課 長  ：  深 草 広 治 

図  書  館  長  ： 濵 島 早 代 江 

      

６ 本会の事務に従事したものは、次のとおりである。 

事務局（課長補佐）北 川 宜 志、事務局（主査）箕 浦 佳 代 

 

 

  本会事件は、次のとおりである。 

議案 

 （１）二村台小学校の校章について 

報告 

（１）令和元年豊明市議会１２月定例月議会一般質問について 

 （２）令和２年豊明市成人式開催状況について 

 （３）豊明市スポーツ賞表彰授与式について 

 （４）教育委員会後援申請について 

その他 

 （１）令和元年度小中学校卒業式の日程について 

 

開 会 宣 言 午後２時００分、１月定例教育委員会の開催を宣言。 
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会議録承認 １２月定例会（１２月１８日分）の会議録について、承認する旨確認。 

 

教育長 それでは私の方から、報告事項を申しあげます。新しい年が始まりました。今年も委員の

皆様にとってよい年になることをお祈りしています。 

さて、いよいよ来年の４月に二村台小学校が開校いたします。今年は、開校を円滑に進めるた

めの準備、開校後の学習の進め方や学校行事などについて、双峰小学校、唐竹小学校の４役を中

心に最終調整を行っていく年になります。また、夏休みには双峰小学校の校舎大規模改修工事も

はじまり、ハード、ソフトの両面において最終的な段階に入って参ります。委員の皆様にも逐次

状況を説明しながら、開校に向け進めて参りますので、ご協力、ご支援のほどお願いします。 

それでは諸報告に入ります。１２月２０日に市議会１２月定例月議会が終了し、すべての議案

が可決されました。教育委員会関係では、小・中学校の音楽室、配膳室に設置するエアコン、三

崎小学校放課後子ども教室の移転、大狭間湿地観察橋の修理に関する費用などの補正予算が承認

されました。 

２１日には、男女共同参画フェスタに出席した後、ＭＯＡ美術館主催の児童書写・絵画コンク

ールの表彰式に出席して参りました。 

２４日には、毎年行われております星城高校が主催する全国招待高校女子ソフトボール大会の

開会式があり、出席して参りました。今回は勅使グラウンドが改修工事中のため、星城高校ソフ

トボール場にて開会式が行われました。星城高校は、惜しくも準優勝でした。 

２６日には、総合教育会議が開催され、市長との意見交換をしていただきました。委員の皆様、

当日はお疲れ様でした。 

年が改まりまして１月９日に、委員とともに愛日地方教育事務協議会に出席して参りました。

そこでは、来年度の双峰小学校、唐竹小学校の終業式などの儀式等の日程が、本市の学校統合の

準備のため、変更になることを伝えさせていただきました。 

翌日１０日には、愛知県都市教育長協議会総会及び研修会があり、出席いたしました。研修会

の話題の一つに、校長任用試験、教頭任用試験の合格率が例年に比べ高いことが挙げられていま

した。また、教員の不祥事防止についても、各市教委でしっかり取り組んでほしい旨依頼があり

ました。 

１１日には、消防出初式、１２日には成人式が挙行されました。委員の皆様にもお忙しい中、

ご出席をいただきありがとうございました。新成人の皆様の式典運営のおかげもあり、大変穏や

かで素晴らしい式典になったと思います。 

１４日にはスポーツ賞表彰審査委員会が開催され、個人、団体で優秀な成績を収められた方と

して、１７人の選手の皆様と１団体を選出しました。来月２２日に表彰式を行いますので、委員

の皆様におかれましては、ご出席の程よろしくお願いいたします。私からの報告は以上です。 

今の報告につきまして、ご意見ご質問等はありますか。（なし） 

 

議 事 の 経 過 

  

教育長 それでは議事に入ります。議案（１）「二村台小学校の校章について」ご説明をお願いしま

す。 

 

学校教育課長 （資料第１号に沿って説明を行う。） 

 

教育長 今の説明につきまして、ご意見ご質問等ありますか。（なし）では、議案（１）「二村台小

学校の校章について」承認される方は、挙手をお願いします。（全員挙手）それでは、承認といた

します。議案は以上となりますので、報告に移ります。報告（１）「令和元年豊明市議会１２月定

例月議会一般質問について」ご説明をお願いします。 

 

教育部長 （資料第２号に沿って説明を行う。） 
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教育長 今の説明につきまして、ご意見ご質問等ありますか。 

 

委員 市制５０周年記念事業で、「コンサートのようなもの」とありますが、何か検討されているの

でしょうか。 

 

教育部長 市制５０周年記念事業は、市長の思いで市民団体から要望があったものを行うというこ

とで、その要望の１つがコンサートになります。企画政策課で検討することになっております。 

 

委員 文化財保護について「年々増える資料」とありますが、増え続ける資料は、どのようなもの

がありますか。 

 

生涯学習課長 古いテレビや民具など、文化財資料として寄贈を受けたものがあります。 

 

委員 昨日の「令和元年度市町村教育委員研究協議会」の研修で、「教育の情報化について」の分科

会に参加して参りました。そこではＧＩＧＡスクール構想の話があり、校内通信ネットワークの

整備と義務教育段階の児童生徒１人１台端末の整備について話がありました。ネットワークと端

末の整備は、どのようになっているのでしょうか。 

 

教育部長 昨日参加した「学校ＩＣＴ活用フォーラム」の研修で、校内通信ネットワークの交付金

は、令和２年度までが対象であると文部科学省が仰っておりました。端末の交付金については、

令和５年度までになりますので、端末については、その期間で整備をしていこうと考えておりま

す。また、リース期間中のタブレットがありますので、リース期間が終わるのに合わせて整備し

ようと考えております。課題は、タブレットを使って子どもたちに教える先生方の教育になりま

す。淡路市では、先生方の研修に注力し成功されているので、豊明市も先生方の教育に合わせて、

ハード面の整備を計画的に行っていかなくてはいけないと思います。 

 

委員 地方財政措置の交付税で３人に１台の整備、残りの３人に２台の整備を交付金でという話を

聞いております。 

 

教育部長 今までの地方財政措置の交付税で、３人に１台の整備をし、残り３分の２を交付金で行

うという国の考え方になります。豊明市は３人に１台まで到達していないため、まずはそこを目

指し、先生方の研修やタブレットの寿命などを考えながら整備をしていこうと思います。フォー

ラムでは、小学校４年生から５年生の子どもたちにタブレットを渡して、そのまま中学校に持っ

て進学し、卒業時に返却をしていただくという事例の紹介がありましたので、参考にしながら行

っていきたいと思います。 

 

委員 交付金をもらう機会をなくすと、次は無いと聞いております。 

 

教育長 校内通信ネットワークの補助対象は、令和２年度までと言われています。昨日開催された

「愛知地区教育長・指導主事打ち合わせ会」では、豊明市は補正予算で対応するとお伝えし、日

進市、長久手市、東郷町では方針が決まっていないと仰っています。最終的に児童生徒１人１台

まで目指すのか議論の余地があるという話がありました。いきなり端末を導入するのではなく、

まずは先生のスキルを上げなくてはいけないという話があります。費用においても、タブレット

は約５万円で購入できますが、ソフト等を導入すると２０万円ほどかかります。豊明市の子ども

５,３００人全員に導入すると、１０億６,０００万円かかります。また５年でタブレットを更新

すると、毎年２億円強の財政支出が必要になります。本市においても１人１台タブレットが必要

か、教育委員会でも協議いただきたいと思います。来年度、全教室分のタブレットを導入して、
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まずは先生方に勉強をしていただき、令和３年度から子どもに対するタブレットの供給を増やし

ていこうと考えております。愛知県は、タブレットの配布が遅れており、全国平均は約５人に１

台、愛知県は約７人に１台、豊明市は約１１人に１台という状況です。まず、豊明市で６人に１

台を目指し、実施計画にも上げておりますが、かなりの費用が必要になります。先ほど教育部長

が述べたように、子ども個人にタブレットを渡して、卒業するまで持っていただくというやり方

も１つの方法かと思います。相当な財政支出が見込まれるので、地方財政措置の交付税で３分の

１に到達していない自治体が多い状況です。 

 

教育部長 タブレット全体を管理するのは、とても費用がかかります。タブレットに管理ツールを

入れ、管理側からアプリケーションをインストールすると、子どもたちのタブレットもインスト

ールされ使用可能になる仕組みが必須だと仰っております。そのような仕組みを導入すると２０

万円近くかかります。また、子どもたちがタブレットを落とすこともありますので、プロテクタ

ーを付けると、さらに費用がかかると思われます。 

 

教育長 運用時に、タブレットが故障するかもしれません。すぐに修理しないとその子どもが使用

できなくなるので、修理できる方を配置しなくてはいけません。また、盗難防止対策や充電の設

備、先生方には知識を増やしていただくなど、様々な課題があると思われます。学校教育課、支

援室で話をしていき、またＩＣＴ推進委員会で検討していただき、まとめて行きたいと思います。 

 

教育部長 導入後、ＩＣＴ機器がうまくスタートアップしないという課題もあります。 

 

委員 「協同の学び」のように、最初は先生方も戸惑うかもしれませんが、徐々にスキルアップし

ていけばいいと思います。 

 

教育長 課題を踏まえ、タブレットをどの程度配置していくか考えなくてはいけないと思います。  

 

教育長 今の説明につきまして、ご意見ご質問等ありますか。（なし）続きまして、報告（２）「令

和２年豊明市成人式開催状況について」ご説明をお願いします。 

 

学校教育課長 （資料第３号に沿って説明を行う。） 

 

教育長 今の説明につきまして、ご意見ご質問等ありますか。（なし）続きまして、報告（３）「豊

明市スポーツ賞表彰授与式について」ご説明をお願いします。 

 

生涯学習課長 （資料第４号に沿って説明を行う。）  

 

教育長 今の説明につきまして、ご意見ご質問等ありますか。（なし）今年は、壇上で何かを行って

もらうという話がありましたが、どのようになりましたか。 

 

生涯学習課長 先日、審査委員会を開催したときに、委員から「折角の機会なので、何かの種目を

披露していただくことはできないか」という提案がありました。例年、個人表彰の１位の方、世

界大会に出場された方に代表として出ていただいておりますが、今のところ、スポーツ協会で公

認されているスポーツチャンバラが対象になります。スポーツチャンバラを知ってもらう機会に

なるのではないかと、現在打診をしているところになります。ご了解いただければ、表彰の中で

機会を設けたいと思います。 

 

教育長 毎年、スポーツチャンバラの国際大会で優秀な成績を収めているので、審査委員会から

「何人ぐらいの競技人口ですか」と問われます。競技としてマイナーではありますが、様々な国
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の人が参加しており、決して少数の競技者で行っているわけではありません。 

   

生涯学習課長 代表として、スポーツチャンバラの世界大会で３位の方、エアロビクスの世界大会

で４位の方、世界大会に出場された方の順で声をかけさせていただく予定です。 

 

教育長 その他にご質問等よろしいでしょうか。（なし）続きまして、報告（４）「教育委員会後援

申請について」ご説明をお願いします。 

 

生涯学習課長 （資料第５号に沿って説明を行う。） 

 

教育長 今の説明につきまして、ご意見ご質問等ありますか。（なし）では、報告は以上となります

ので、その他に移ります。その他（１）「令和元年度小中学校卒業式の日程について」説明をお願い

します。 

 

学校教育課長 （その他資料①に沿って説明を行う。） 

 

教育長 今の説明につきまして、ご意見ご質問等ありますか。（なし）では、続きまして次回の教育

委員会の日程についてお願いします。 

 

学校教育課長 （２月１７日（月）午前１０時００分から２月定例教育委員会を、３月１９日

（木）午前１１時００分から３月定例教育委員会を開催する旨提出。） 

 

教育長 他にございますか。 

 

委員 １月１６日に開催されました「令和元年度市町村教育委員研究協議会」の研修に参加して参

りました。「初等中等教育施策の動向について」では、増え続ける外国籍の子どもたちへの対応

や先生方の働き方改革について話がありました。「教育の情報化について」の分科会では、ＧＩ

ＧＡスクール構想の授業説明がありました。自治体向けの説明会と同じ内容で、平均の台数が、

愛知県は全国最低で、今回の補正予算で整備しないとチャンスがないので、これを機会に進めて

くださいという話でした。グループディスカッションでは、ＧＩＧＡスクール構想に向けた補正

予算は、整備を目的としているが、メンテナンスの予算はつくのかという質問がありました。ま

た、今回の補正予算は、校内通信ネットワークの補正予算で、外に繋ぐネットワークについては、

各自治体で行ってくださいという話もありました。まだまだ課題があると感じましたが、国の動

きもあるので、ある程度進めていかなくてはいけないと感じています。他には、ＰＩＳＡ調査で

読解力が下がったという話がありましたが、中国ではスマホを机の横に置いておき、子どもたち

に読書をさせることで、読解力が上がったというニュースがありました。パソコンを整備するこ

とも大事ですが、読書をさせることも考えていかなくてはいけないという話もありました。 

 

委員 私は、「地域と学校の連携・協働について」という分科会に参加して参りました。市内全小

学校にコミュニティースクールがある自治体では、土日のイベントに多くの保護者の方々が参加

していること、また、若い世代の方は頼まれれば、喜んで協力してくれる自治体があるという話

がありました。コミュニティースクールについて、学校が地域の人に何かをしてもらいたいとい

う意識が強いため、学校が地域のために何を行えるか考える必要があるのではないかという意見

もありました。また、小さな自治体だと自然に地域と連携しているので、コミュニティースクー

ルが必要なく、それを作ることによってかえって忙しくなるということ、また学校の木の伐採や

花壇の管理を今までうまくやっていたところが、先生方の働き方改革を行うことによって、地域

に任せてしまい、信頼関係が崩れてしまうという話がありました。他には、大規模校ではプラス、

小規模校ではマイナスになってしまい、自治体で統一することができないという話もありました。 
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委員 私は、「いじめ対策・不登校支援・児童虐待対応について」という分科会に参加して参りま

した。ホームページでも公開されているのですが、全国の不登校数が小学生だと１４４人に１人、

中学生だと２７人に１人で、子どもの数が減っているにも関わらず、６年連続増加という状況に

ついてお話がありました。そのような状況下でも、福井県だけが不登校数が減っているという話

がありました。子どもが１日目休んだ時から、２日目、３日目と休まないよう独特な基準を設け

て行っているとのことです。岡山県と広島県もそのような取り組みをしているとのことです。昨

年の３月定例教育委員会で、調布市の不登校特例校「はしうち教室」の取り組みについて話をし

ておりますが、２０１８年４月から取り組んでおりましたので、その委員の方々に現状について

お伺いしました。現状は、正規の先生の確保が難しく、非常勤の先生を探さなくてはいけないと

いう状況、また不登校特例校が出来たことによって、行き渋りができた子どもはその学校に行け

ばいいという意識が現場に生まれているのかもしれないということを仰っていました。支援セン

ターに行けない子どものために、不登校特例校を作ったのですが、そこにも行けない子どもはど

うすればよいのか新たな課題が発生し、様々な問題を抱えていますと仰っていました。 

 

教育長 ありがとうございます。その他にはよろしいでしょうか。（なし） 

 

閉会宣言 午後３時１５分、１月定例教育委員会の閉会を宣言。 


